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ω　コミュニケーション論とスボーツの社会史

　一物質・エネルギー系と情報系一

　　　　　　　　　　　　　唐木　国彦

　はじめに

　コミュニケーションは人間の相互作用過程であ

る。送り手から受け手へと一定の伝達手段を用い

て人間の精神内容を伝達することによって，両者

が意味のある関係で結ばれる。人間が社会的生活

を営むかぎり，あらゆる場面でコミュニケーショ

ンが結ばれるo

　スポーツにおいても，この人間関係が技術的，・

組織的な基礎をなしており，コミュニケーション

過程とその結果がスポーツの価値を決めるといっ

てもいいすぎでない。また，スポーツが社会の人

間関係を反映して，それぞれの時代に応じた形式

と内容を刻印されるものと考えると，社会発展と

スポーツとの関連を究明するさいにもコミュニケ

ーショソ概念はキー概念のひとつになりうる。

　ところで，現代社会において，もっともめざま

しく発達したのは，マスコミュニケーションとい

うコミュニケーショソの方式である。一時に大量

の内容を多数に伝達する手段が開発されたことに

よって，労働過程ばかりでなく，あらゆる社会生

活の領域に影響をおよぽしつつあるQスボーツも

また，マスコミュニケーショソによって多くの人

々を参加へと動機づけ，観戦する人々を増大させ

商業ベースでのスボーツ活動を促進させることに

なった。

　科学技術の発達はこうした伝達手段を開発した

ばかりでなく，伝達される内容，つまり情報を蓄

積，加工し処理するコγピゴータを出現させた。

数値コント・一ルによる・ボットが自動車製造に

利用され，カラーテレビのI　C回路の設計にコン

ピュータが採用されている。さらに事務系労働に

マイク・コンピュータが進出し，人間にとって代

る状況が生まれているのである。

　こうした「メカト・ニクス革命」あるいは「情

報社会化」といわれるこの20年来の科学技術の

発達は，政治，経済，文化の領域に大きな変化を

もたらし，スボーツのあり方にも変化をおよぽす

はずである。

　昨年の報告で私は，スポーツを国家史，制度史

の観点から把握する従来のスポーツ史の一面性を

指摘して，「日常生活の文化」という社会史の視

点をもちこむことの可能性を検討したQそのこと

によって，戦前の労働者スボーツ運動から現代の

国民スポーツにいたる主体の一貫性を明らかにす

ることができると考えたからである。しかし，主

体の側の一貫性は，そこで行なわれるスポーツの

様式，内容，意味づけの一貫性を意味するもので

はない。文明史の大きな流れのなかで「日常生活

の文化jは変っていかざるをえない。そこで今回

の報告では，コミュニケーションという視点から

スポーツの様式，内容，意味の変化をとらえなお

すことをねらって，その準備的な考察をしておき

たい。
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　1．情報，システム，コミュニケーション

　産業革命の象徴は蒸気機関であった。機械の導

入により，単位時間当りに投入できる原料とエネ

ルギーが飛躍的に増大し，旧来の労働過程では考

えられない程の大量生産が可能になった。人間の

欲望もこれに応じて拡大，変質し，スポーツのよ

うな文化を発展させる物質的な条件をつくりだし

たのであった。

　この機械化の時代に生産力の増大を支えたのは

科学技術の発達である。一方において，物質の物

理化学的な法則をはじめとする自然の仕組みが科

学的知識として集積され，他方においてその知識

を利用して一定の物質とエネルギーを無駄なく合

理的に生産物に転化させる技術学が発達した。資

本主義的な市場において優位をしめるには，なに

よりも科学技術を駆使した安価で大量の生産が必

要であり，科学技術は利潤の起爆剤として不可欠

であったのである。

　現代の資本主義社会においても生産性と利潤確

保のために科学技術が必要とされている点は変り

がないが，その科学技術の発達そのものが人間の

認識に独自な世界を開かせるにいたった。それ

は，情報あるいはシステム論の世界である・産業

革命の象徴が蒸気機関であるとすれば，この新た

な地平線を拓いたのはコンピュータである・物質

とエネルギーの合理的，経済的な転用を生産物の

増大と直接結ぴつける場合にも情報やシステムは

存在した。つまり，機械体系をつくり，作動させ，

所期の成果を得るために，情報的契機が必要では

あったo

　しかし，コンピュータの出現は・そうした諸惰

報を機械体系から離れて独自に処理することを可

能にしたのであった。労働過程や社会過程をモデ

ル化して，ブ・グラム操作によって仮説的に情報

過程に乗せることができるようになったのである。

　板倉達文は，この情報技術のもたらした新たな

世界の出現を機械時計の発明とのアナ・ジーでつ

ぎのように説明している。14世紀に機械時計が

発明される以前には，物理的時空間をあらわす

「時」という概念は，r感覚的・具体的事物に固着

した形で表象されるか，あるいは，散漫な諸印象

の経過の中で自覚されえないままにとどまってい

た」。当時の人間にとって日時計，作物時計ある

いはr腹時計」が時間の経過を伝えるものであっ

た。ところが，機械時計が出現すると，季節，日

照，生理現象のいかんにかかわらず，修道院，教

会，市役所の塔から一斉に時刻が告げられ，人々

はそれに合わせて生活するようになるQ人々は，

「時間を勘定し，生活の流れの中で時間を割り振

る態度を習慣化させた」のである。このことは，

時間を定めた人間関係を厳密なものにし，社会制

度全般に影響をおよぽすとともに，近代科学の精

神を生むことになったという・つまり，「感覚的

世界を離れた，抽象的な世界を実感する」ことに

より，科学の世界に到達する道がひらけたのであ

った。コンピュータは，この機械時計のように．

具体的な労働過程や生活過程に含まれていた情報

的契機を分離し，抽象的な数字的記号のあいだの

関係として把握することを可能にしたのであった。

　さらに板倉によれば「いったん情報概念が成立

し，技術的全体を有するようになるとき，情報過

程という概念は………人間的世界における通信，

伝達，また会話といった過程の分析のみならず，

物理化学的世界をも情報という観点からみかえさ

せる」というように，自然，人間，社会について

の分析の視点に情報的契機を持ち込むことを可能

にする。スポーツの社会史をコミュニケーション

論から検討してみようと私が考えたのは，こうし

た情報過程として「日常生活の文化」を見直した

ら，スポーツについての科学的認識がどのような

パースペクティブを持って拡大しうるかというこ

とを考えてみたからであった・

　2．情報慨念からみたスポーツ

　情報とは何かという説明で比較的わかりやすい

のは，シャノソの「負のエントロビー」という規

定である。すなわち，熱力学の第二法則によると

異なる熱エネルギーをもった二つの分子群を混合

した場合，両者が混ざり合って分子間の混沌と無

秩序が増大していく方向をたどり，再び二つの分
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　　　　子群に分かれる方向をとることはない，という法

　　　　則がある。この混沌と無秩序の増大の度合をエン

　　　　トロビーという。情報は，エントロピーとは逆に

　　　　自然や生体の組織性，秩序性の度合をあらわす概

　　　　念であるから，r負のエント・ピー」ということ

　　　　ができる。これがシャノソの説明である。

　　　　　つぎにこの情報概念をコミュニケーションとい

　　　　う場面にあてはめてみよう。送り手と受け手との

』　　　　あいだで伝達される内容は，r負のエントロピー」

　　．　　が大きいほど的確に意味を伝えることができ，伝

　　　　達の目的を遂げることができる。

　　　　　では，スポーツとのかかわりはどうであろうか。

　　　　さしあたり，スポーツ技術が問題になる。従来の

　　　　　トレーニング論では，スポーツ技術を向上させる

　　　　ために一定の体格を備えている者の筋骨格系のエ

　　　　ネルギー出力を増大させるトレーニソグとそのエ

　　　　ネルギーをできるだけ効率的に使用するトレーニ

　　　　ングが主として問題にされてきた。いわば，馬力

　　　　とフォームが中心となってきたのである。したが

　　　　って，スポーツ技術を規定する場合，生産におけ

　　　　る労働手段体系説とのアナ・ジーでスポーツ技術

　　　　を用具，施設などの物的な諸手段の体系としてと

　　　　らえることができたQ

　　　　　しかし，ルールや作戦，戦術はどうするかとい

　　　　うことになり，これも手段にはちがいがないから

　　　　体系のなかに含めようということになり，物質的

・　　　な手段と非物質的な手段とを合わせて同次元で体

　　　　系を枠づけざるをえなくなっている。こうなると

　　　　生産労働とのアナ・ジーで出発したはずのスポー

　　　　ツ技術の規定がすこぶるあいまいなものになって

　　　　くる。すなわち，人間の身体も手段ではないか，

　　　　技能は手段であるのかないのかという話しになっ

　　　　てくる。

　　　　　私の考えでは，スボーツの技術は労働とはちが

　　　　って物的な生産物を生み出さないから，人間の能

　　　　力を表現する物質・エネルギー系の手段（道具，

　　　　用具，装備，施設など）と情報系の手段（ルール，

　　　　作戦，戦術など）との二重二層構造をもっており，

　　　　後者にスポーツがスポーツとして存在する要因が

　　　　認められると思う。すなわち，情報系の手段は物

　　　　質・エネルギー系の手段を組織化し，目的にそって物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

質・エネルギー系の手段を組織化し，目的にそって

秩序化するだけでなく，それ自体として集積され

加工さ托処理される対象として発展してきたの

ではないかと考えるのである。しかし，それは物

質。エネルギー系の手段のもつ可能性に条件づけ

られた枠内のことであることはいうまでもない。

　こうした情報概念とスポーツ技術との関連をシ

ステム論，サイパネティクスの観点からとりあげ

たスタインブルナーの「決定過程のサイパネティ

ック・バラダイム」にっいて，山川雄己はつぎの

ような紹介をしている。　「スタイソブルナーにょ

れぱ，行動主体はいつでも合理的選択モデルが仮

定しているような仕方で情報を処理して行動の方

向を決定しているわけではない。…一▼…たとえば

テニスをしているプレイヤーの行動を考えてみよ

う。プレイヤーたちは，相手のボールを打つとき，

合理的選択モデルが想定しているような情報処理

をするのであろうか。ポールは角度，高低．速度，

回転などにおいて異なり，これらの理論的組み合

わせは天文学的な数字になるであろう。……プレ

イヤーは，分析的な思考によって身体を動かすの

ではなく反射的動作の一定のレパートリーをもっ

ていて，若干のフィードパック変数をモニターし

ている。この高度に焦点の絞られた感受性に入射

する情報への反射的継起としてルーチン化された

動作が実行されるのである」。

　テニス，卓球，柔剣道など対面して行なうスポ

ーツ種目では，こうした情報論的技術論をさらに

具体化していけば，カン，コツや精神主義に頼っ

ていた技能部分が客観的な技術に導入できる可能

性がありそうである。集団のボールゲームでは個

人の動作が重複しているから，さらに複雑さを増

すであろうが，情報論の領域において検討するこ

とは不可能ではない。

　スボーツの組織論においても情報・システム論

を採用する余地は大きい。スボーツ運動の推進母

体としてのクラブ・連盟などが，構成員のスポー

ツ活動を保障し．全体としてスポーツを発展させ

る機能を発揮するかどうかはすぐれて現代的な問

題となっている。もし，クラブなり連盟などを，
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スポーツを人間のために発展させる目的をもった

ひとつのシステムであると考えることができると

すれば，そのシステムと外部環境（政治，経済，

軍事など）との相互作用とシステムにおける相対

的に自立した決定過程の仕組みを解明できるので

はないかと思われる。

　まとめとして今回のテーマはつぎの諸課題にせ

まる第一段階であることを確認しておきたい。

①　人間がスポーツを習得するさい，人間の内部

　にいかなる生理的・心理的な情報処理が行なわ

　れているのか。

②　スポーツ技術はいかなる要素が組織されたも

　のであり，それらがいかなる秩序性をもったと

　き有効な技術になりうるのか。

③　スボーツ組織はひとつの有機システムとして

　どこまで自律性を確保できるのか。

④　スポーツには，それぞれの時代の情報処理，

　伝達能力の総体がどのように反映されているのカb

　これらの課題を究明していくには，さらにスポ

ーツにかかわる時間・空間についての概念的な研

究が必要であると思われるが，今回は触れること

ができなかった。

（2）コミュニケーション論からみたスポーツの社

会史

　　　　　　　1

伊藤　高弘

　今回の報告は，ここ数年来執拗に続けられてき

ている対象としてのスボーツの本質的・構造的把

握をめざす研究の一環をなすものである。しかし

ながら，この研究の深化・発展のための方法論が

未確立といってよい状況にあり，今回の報告も方

法論確立のための一一つの模索にすぎないことを卒

直に告白せざるをえない。たまたま，1982年

12月27日，私の所属する学校体育研究同志会

の浜松大会で「スポーツのルールと時・空間の関

連」と題して特別報告の機会を得たのであるが，

この報告要旨にっいては別途にまとめて発表した。

1）この浜松大会時の報告が，今回の報告の基礎と

なっているのであるが，紙数の関係で簡単に紹介

しておきたい。

　浜松報告は，スポーツ上の諸変化一たとえば，

ルールの統一，全国組織の確立などがスポーツ外

的，すなわち社会における通信・交通・運輸など

コミュニケーショγ体系の革命的変化に規定され，

そこで生起した新しいスポーツ上の諸変化がコミ

ュニケーション体系の発展をうながす，というこ

とを実証することにあった。具体的には，スポー

ツの組織化と連合王国内のグリニッジ標準時採用

との時制の一致を示したものである、、

　この浜松報告後，2）今回の報告までに若干の検討

を加えた参考文献は，以下の通りQ

　L　阿部生雄「エリート教育とスポーツ」『世

　　界教育史大系31』（講談社，1975）

　布施善克「イギリスの体育・スポーツとナ

　ショナリズム1『スポーツナショナリズム』

　（大修館書唐，1975）

　中村敏雄『スポーツの風土』（大修館書店

　1981）

　加藤秀俊r空問の社会学j1976『加藤秀

　俊著作集5時間と空間』（中央公論社1981）

　佐藤　毅『現代コミュニケーションの理論』

　（青木書店，1976）

　福田静夫『自然と文化の理論』（青木書店，

　1982）

2．

3．

4．

5
．

6．

囲・D　拙稿rスポーツのル・一ルと時・空間の関連」

　　『たのしい体育4ポーツ春5』（1982．3，1）

　 2）この報告の軸に，菅原礼編著『スポーツ規

　　範の社会学　ルールの構造分析』（不味堂，

　　1980）を置き，W．シベルブシュ『鉄道旅

　　行の歴史19世紀における空間と時間の工業

　　化』（法大出版局，1980）と荒川　泓『近

　　代科学技術の成立』（北大図書刊行会，

　　1973）を参考にした。

2

　今回の報告の視点は，私にとっては20年前の

青年教師時代にめばえていたものであったが当時
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の問題意識を再現してみると「スボーツあるいは

スボーツ集団を静的に把握し一人間の置かれて

いる歴史的・経済的・社会的条件との相互関連で

とらえることが（既存の体育社会学研究では一

伊藤）欠けていた。」3）気負いこんだ批判を加え

ている・そのご哲学，社会学，社会心理学，科学

史などの諸研究の息吹きと成果に触れることによ

って，再燃してきたのであるo

　さて，本報告が対象とする時期は1840～90

年の50年間である。この半世紀の間に，地域的，

分散的に行なわれていたサッカー一・ンドン市

近郊とパブリックスクール，大学中心の時代から

急速にイングランド全体に，そして連合王国の統

一ルール・組織化へと発展するのである。この変

化・発展の基礎には鉄道敷設をもってその幕をと

じるイギリス産業革命の進行があった。したがっ

て，社会的コミュニケーション（通信，交通，運

輸）革命としての産業革命が，人間．生活，社会

にあたえた衝激は中世的世界の終焉を意味するほ

どのものであったQこのドラスティックな変化は

人間の時間，空間感をゆさぶり，崩壊させ，やが

ては，新しい秩序，体制へと志向させるものであ

ったo

　前掲の先行研究では，この産業革命はどのよう

な位置づけが行なわれているか，その具体的な記

述の一部を紹介してみよう。

　布施「（組織化の一伊藤）急激な発展をもた

　　　らした要因の一つに交通機関の発達があっ

　　　た」　（P78），　「1878年10月14日，

　　　（電灯の発明により）一はじめて人工照明

　　　のもとでゲームが行なわれた」（P82）。

　菅原「ルールの解明には……イギリス文化の理

　　　解が（必要）」（P70－71），　「これら

　　　のルール（1850～60年代一伊藤）には

　　　『物理的時間』の規定がない。」　（P81），

　　　「14世紀から産業革命以前までの英国民

　　　衆のフットボールは，成文化されたルールを

　　　をもたず，ラフで野蛮なものであったo…

　　　地域ごとに異った形態……独立して発達…

　　　…民衆の行なっていた荒々しいフットボー

　　ルはイ《ブリックスクールヘ」（P194），

　　　「ルールの成文化は……産業革命以降の

　　　18世紀後半から19世紀」（P195）
　阿部「第二次エンク・一ジャーと産業革命の進

　　行は……階層分離を刺激し……プ・レタリ

　　　アートを生みだす」（P128）「産業革

　　命期の交通機関の発達，都市化現象……は

　　民衆スポーツの自然発生的で未組織な性格

　　　を変化」　（P130）。

囲3）吉崎高弘rスポーツにおけるルー一ルをどの

　　ように考えるか」『体育グループ姦17』，

　　19620

3

　これらの先行研究の記述は，産業革命を無視し

たわけではない。しかしながら，産業革命一コ

ミュニケーション革命でもあるが一の変化の全

貌と実体をとらえきれず，それはまた科学技術の

人類史的達成という見地に立つことができなかっ

たのである。加藤秀俊の示すところによってこの

ことを実証してみよう。

　図1は，物理的地球には変化はないが，約1万

年の間のコミュニケーショソ手段の変化によって，

心理的には「ちぢむ地球」として認識され，行動

圏は拡大することを示したものである。表1は，

図1の変化をうけて100年間の国際組織と会議

の増加を示したものである。20世紀初頭の国際

サッカー連盟の結成はこのグ・一・｛ルな変化と無

縁であるのか。無縁でありえようはずがないが，

この無縁の証明は、神技をもってしても不可能で

あろう。

　上記の巨視的変化を念頭に入れて，つぎにイン

グランドに端を発Lて連合王国のサッカーへと組

織化される過程と同時代の通信，交通，運輸体系

の変化を図示してみようo

　図2は，交通機関の未発達時代にはコミュニケ

ーション手段による情報交換が行なわれず，近代

サッカー初期のルールが旅程2日以内のものであ

ったことを例証しようとしたもの。図3，表3は
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通信交通・運輸体系の変化を示し，これによって

情報の交換と同一規準による鉄道時間，したがっ

て連合王国全体が同一の規準（グリニツジ標準時

の採用）による時間と生活によって統一されてい

く過程をみようとしたもの。

　表2は，中村敏雄の提示したものであるが究明

すべき核心は・」・池滋の示した1842年から1848

年の総路線延長と年間乗客数の増大とともに，そ

のごの鉄道中央機関（R　C　H）の設立と1880年

の標準時採用にあったのである。それはなぜか，

このことは神一教会の麦配し所有してきた時

間が，政治・経済・社会と〔太陽系は不断の歴史

的変化を続けるものとして把握され，迷信，神学

的世界に衝撃を与えた〕（ホブズボーム）科学・

技術の諸変化の総体によって人間が支配し所有す

る根本的転換の時代のはじまりのようであるQ中

世的世界の終焉と表現した所以もそこにある。

4

分析するにあたっては佐藤前掲爵から多くの教示

をうけた。たとえばコミュニケーションを広狭両

義でとらえ，社会とスポーツのプレイ場面に適用

することや，「反映」についての先駆的展開をな

しとげた中井正一のハイデッガー的限界など・本

稿を執筆するにあたって，そのご一，二目を通し

たものもある。4）しかしながら，短期間で準備し

　　　　　　　マたこと・冒頭におことわりをしたように20年ぶ

りにイギリス関係のものへ手を入れたことなども

あって未熟な報告となったことをおわびしたい。

㈱4）　たとえば，E．」．ホブズボーム『資本の

　　時代1848－18752』（みすず書房，1982）

　　の「この時代に一サッカーの場合のよう

　　に一　クラブをつくり，競技会を運営した

　　中産階級の青年によって，一つの形がっ之り

　　．だされた。それは1870年代末期および1880

　　年代初めになってはじめて労働者階級に乗っ

　　とられたのである。」（P426）は輿味深い。

コミュニケーショγの立場からスポーツ現象を

表1
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表2

り一ズ

10万

5万

　1800

1万

ツンチェスター

運河時代

鉄道時代

都市人口，

農村人ロを
凌駕

プラッドフォード

　　　ノッティンガム

　　　　　ポルトン
　　　　　〔蓋翁

セント・ヘレンズ
（リバプールの近（1

　　1820　　　　　　　　1840　　　　　　　　　1860　　　　　　　　1880

主な産業革命都市の人口増（R．B．Jo且es，1971）

表3

　　イギリス全国鉄道統計（ウニイルズ、アイルランドも含む）

（舗〉1（難響発）1総態（臓寛雪ち）謙灘醐）

1842 L875 18，453，504（9，841） 3，820，522 （2，038）

1843 L952 23，466，896（12，021） 4，535，189 （2、323）

1844 2，148 27，763，602（12，925） 5，074，674 （2，363）

1845 2，441 33，791，253（三3，843） 6，209，714 （2，544）

1846 3，036 43，790，983（14，423） 7，565，569 （2，492）

1847 3，945 51，352，163（13，017） 8，510，886 （2，157）

1848 5，127 57，965，070（11，306） 9，933，552 （1，937）

〔質疑・討論〕

　司会　スポーツを全社会史的にとらえる方向性

でコミュニケーション論をお二方に提示してもら

った。伊藤報告は社会全体の変化の中でスポーツ

の変化をとらえる。この両者の関連をみていく。

先行研究，定説をも関連のある領域から整理して

もらった。その際コミュニケーション論で両者の

関連をみているoしかしスポーツと社会の関連を

解明する前に人間と社会，人間と自然との関係で

とらえることも必要だとされた。

　唐木報告では日常生活の文化としての共時性と

の関わりでスポーツをとらえる。情報，科学技術，

生産力の発展の中で共時的存在である日常生活の

文化がどう変化し，あらねばないないか，スポー

ツの意味や価値の世界としてこれらをとらえ，ス

ポーツの物質的媒体を明らかにする方法を検討し

たいと提起されたQ

　質問として①社会史，コミュニヶ一ション論と

いいながら何故情報やシステム論を持ち出したの

か，またそのことと歴史との関わり合いはどうか。

②日常生活の文化を社会史としてとり出すのは何

故か。③昨年度研究との継続性の問題。前回は

くスポーツの社会史の可能性＞ということで従来

の歴史研究における社会史をどうとらえたらよい

かという方法論としてとりあげた。今回は情報論

として新たな問題提起のように思われる。この関

連はどうか。

　さらに報告に対する感想を出してもらい質問等

を合わせて討論の柱を考えていきたい。

　上野　唐木報告は先端的知識，科学等多くの文
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献紹介が参考になった。今後先端的科学，思想，

理論研究上の成果に対する目配りをどうしていく

か。近年の理論状況をどうみるか。どの点までや

ればよいか。文献の位置づけ，評価をどうするか。

課題として，伊藤氏にも関わるが先進的理論とか

かわる基本的立場，視点等基本概念をどう考えて

いくかQ

　・早川　スポーツの資本戦略，政治戦略に対し，

今の先端知識や状況を把握しておかないと分から

なくなり，振り回される。スポーツを発展させる

ために今の状況では先が見えにくい。この点情報

・科学の理解は必須で不可欠と思われる。唐木報

告はその意味で有益。スポーツの独自の発展を見

定めていくには今回の政治，経済，社会的スポー

ツ戦略の意図や状況を明らかにし，どんな方法で

スポーツを虜にしようとしているのかをみる必要

がある。結果として後にわかるのでは時すでに遅

しだ。またその状況すら理解できなくなってしま

う。先端技術，科学，情報を視野に入れ，他分野

との多面的な展開が必要だ。

　坂入　伊藤報告は社会史的捉え方で従来の定説

といわれているものを別の角度からみ直すことが

できるのではないかという印象をもった。グーツ

ムーツに代表される「近代体育論」一一彼が学校教

育として体育（操）を確立したという一一観方は今

村，成田氏等の指摘にあるが，もっと違った角度

からみるとその理解がかわるのではないかo

　鷹木　先行研究では歴史的事案はそうであって

も何故そうであったのか説明がない。グーツムー

ツが体操から体育を考えるその内的関連の分析が

必要，さらにそれと外側の社会との関連もみる必

要がある・そこに事実が浮き彫りになり一貫性をも

もって証明しうる。

　柴崎　コミュニケーション論に輿味をもった。

スポーツを考える上でシステム論など今後研究し

ていきたい。伊藤報告は具体的で理解できた。ア

メリカのものと比較していきたい。シアトルでの

日系人の野球開始が1900年代始めだが，アメリ

カ人との交流を目的としていた。アメリカ人は多

民族の移住でコミュニケーションが必要だった。

スポーツはその意味で材料となったoコミュニケ

ーション論によって，そうした事情をより明確に

究明できると思う。

　司会　二つの研究方向が出ている。①先端的，

周辺の主導的理論状況をどう咀しやくし，これと

関連づけるか。②情報，コミュニケーションの中

味の問題として歴史的事実，現代スボーツ状況を

どう捉えていくか。従来の内的関連をどう堀り起

していくかQ

　上野　もう一つ加えてほしい。昨年は全社会史　　　』

的考察で捉えることで議論してきた・スポーツの

社会史像は今回との関係でどうなるかQ

　伊藤　菅原氏は物理的時間はないとする。試合

時間が何故日没までから90分に変わったのか説

明がないQル・ゴフのr商人の時間」で考えれば

鉄道が市民経済の論理と密着して可能となる。物

理的時問の存在だ。しかし多くの論者は時間を問

題とせず，空間だけをみる。爾者の統一が必要だ

がそれはコミュニケーション論で可能となる。

＜関連と反映＞と〈時間と空間＞の共通性は実在，

物質的諸現実と切り離さず統一していくことが核

心だ。菅原論はサッカーでグランドを試合時間を

別々に描いているo従って平板な説明にしかなら

ない。人間の意識や行動が独自性をもちつつ物質

的諸現実との関わりで説明する有力な方法として

統一論を云うので，この点をつめていくことが全

祉会史的考察になるのではないか。

　唐木　先の加藤氏の資料理解だが，グラフでは　　　、

交通・通信の発達が直線的に描かれている。スピー

一ドと距離で図解してあるがこれは量的変化の問

題だ。19世紀の航空機関，。情報通信・電波等は

それまでのものと達い質的な変化を示していると

考えられる。人間が移動せず情報や物を移動させ

るという質的転換だ。早川氏の云う資本のスポー

ツ戦略はコミュニケーションによるスポーツヘの

侵出だ。新しいスポーツのあり方に着目した利用

の仕方だ。グラフから質的転換をどう読みとるか

だQ

　伊藤　経済思想史的に説明すると同時にその背
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後にある科学史的変化にコミュニケーション手段

の変化を見ることが必要。19世紀はまさに通信

と制御の時代である。その意味でスポーツ上，通

信と制御をどうみるかが重要になってくるQ

　唐木　スビードと馬力のスポーツ。体育からス

ビード・馬力を互いに協力してコソトロールする

スポーツ・体育のあり方になってきているのか。

　伊藤　経済思想史的・政治史的接近よりも科学

史的接近の方がその時代時代の諸現実を適格に再

現できるのではないか。だからスポーツ文化史が科

学史研究の蓄積と方法をもつということで，学ぶ

というよりも関連をもつという提起をしたのだ・

司会　では討論の柱を確認しておきたい。

　lPスポーツの社会史像の明確化と方法（論）の

深化，（2儲科学研究と先端科学の成果の関連で何

をどう位置づけておくか。その際摂取する共通の

ネットワークとは何かo（3戸ミュニケーショγ論

のとりくみあるいは科学史との関連でスポーツを

総合的，多面的にどう解明していくか。

　唐木　IPと（3｝は同じように思われる。共通に確

認しておきたいが，国民スポーツ研究の一環であ

り，昨年に引き続く発展の段階として理解してお

きたいが。

　上野　その発展の段階が本当にそうかの確認を

する必要がある。

　内海　社会史それ自体がテーマに成り切ってい

ないのではないか，国民スボーツ研究という点で。

唐木提案が共通の確認の上でなされている訳では

ないのでは。

　唐木　昨年の報告では社会史にカッコがぬけて

しまった。スポーツの社会史はカヅコを入れてお

くことだ。（1はそう理解しておきたい。

　司会　では三つの柱に入って行きたい。

　唐木　①先端諸科学を国民スポーツ研究に適応

することの是非について。

　国民スポーツ研究の意味（今日どう条件づけら

れているか），スポーツ実践の意味（欲望の充足

の意味）を確認し，人間と文化を変化させる契機

をどこから掴んだらよいかが基本に据えられてい

る。そこでスポーツ実践の変革の法則を見定める

こと，発見することから歴史的にみていくことが

重要となる。過去一現在一未来と人問と文化がど

う変革していくのかをみないと今何をなすべきか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　じ　　　じ　　　の　　　　

がみえない。そこで昨年社会史を提起した。とこ

ろで社会史の把握だが，浜林氏は社会史を全体史

（フランスのアナル派に代表される）の文脈でと

らえ批判する。過去を独立したものととらえ現在

との異質性を特徴ずけるからであると。しかしこ

の理解とは違って社会史の見方は情報論やシステ

ム論の考え方に近い。今日の状況は科学の成果が

全生活を支配している（フィードラー）Qこの科

学の発展の視角から過去をとらえることで有機的

関連をもたせられる。その点で全体史は単に一つ

の固まりではなく，次の時代につながる内容をも

っている。システム論は外部環境とのつながりを

もっということからこの方法を社会史の克服手段

として採用したQ昨年のは浜林氏のいう全体史だ

ったo
　上野　歴史的動因は何か。社会史はこの点が不

明だ。過去から現在を動かすものが消えてしまう。

史的唯物論の命題が消える。システム論，情報論

の主体が明確でないQ

　司会　この間題は引き続き検討していくが次の

二っ目の柱に入りたい。

　上野　システム論の有効性の判断やその間題意

識をもう少し説明して欲しい。

　窟木　社会史の捉え方が60年代から出てくる

がそれは現状の展望を失った一定の危機論と結び

っいてイデオPギー的主張にもなりうるが，r』これ

とは別に，50年代から急速に始まる遺伝子工学

や情報工学などの物的基盤をもつものとの関連や

その反映によって社会史が出てきているのではな

いかとも考えられる。すなわち情報科学やシステ

ム工学の考え方や見方を歴史的に見る方法として

応用し社会史の限界を乗り越えようとしてきたの

ではないか。その限りでシステム諭をみていくQ

　上野　その場合，発展や理論の中には無視して
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もよいものがあるはず。その区別はどうするか。

　麿木　早川氏がいうようにスポーツ。コミュニ

ケーションとかスポーツ戦略を見ていく場合，単

に今日だけを見るのではなく，産業革命の時代か

ら徐々に蓄積されてきているとすれぱ，スポーツ

コミュニケーションとか情報の観点で歴史を見直

してもよいのではないか・エネルギー・パワー論

だけでみるのではなく，現在を見直すためと歴史

認識を見直すためにも。

　藤田　上野氏と同じ問題意識だがQスポーツの

社会史を考えていく時にその方法としてシステム

概念を用いてみようということなのか。有効性を

確かめてみようというのかo

　唐木　社会史のブラス面とマイナス面，科学・

システム論のプラス，マイナス面それぞれをつき

合わせてプラス面を統合していくことで歴史家の

見方や考え方を広げているのではないか。システ

ム論の有効性をここに見い出している。

　上好　歴史と科学の結合は社会学の中でも着手

されているQハーバーマスやルーマンがそうだ。

彼らはコミュニケーション理論を展開しているQ

ただ，そこでの史的唯物論批判は問題だが。

　司会　もう少し具体的な間題に入っていきたい。

伊藤氏の報告に関わって。コ ミュニケーション論

や科学史とスポーツの関係で。

　上野　スポーツ認識やスボーツ史の研究方法で

経済思想史よりも科学史と切り結んだ方がより重

要だという伊藤氏の指摘は重要だと思う。

　篤木　先行研究の位置づけと評価について，伊

藤氏は日本の現水準は一面的であると評価してい

・るが，この水準を延長したり，多面化すれば克服

されるのか。それとも出発点で違っているのrか。

上野氏の発言と関連してどうか。またヴォールの

研究をどう位置づけたらよいのか・

　上野　唐木報告の中で技術史観に言及している

がこの点と伊藤さんとの異同についてどうか。

　伊藤　システム論の社会史への導入はシステム

論それ自身が変革の科学という他の諸科学との関

連を見失うと生産力理論だけになる。教育学でい

うとブルーナー理論と同じだQ

　そこで科学技術論を導入して科学技術革命にま

で広げてみるとき，コミュニケーション論をもと

に社会史的なものに一つのモーメントを見い出せ

るのではと考える。

　質間の核心部分だが，産業革命の理解の仕方が

部分的一面的把握では不正確になる。経済学批判

序説にある土台と上部構造に関する定式にあては

めてスポーツ史学はこれをどのように受けとめて

きたカ㌔科学的スポーツ史学を構築するためにQ

その意味でははじめのボタンのかけ違いといえる・

科学史の意図は連関にある。スポーツと社会を文

化を媒介に考察する場合この連関で考えることが

必要。科学史的な追求は政治・経済の諸変化に波

及していく構造や性質をもっているからだQスポ

ーツ文化の真の意味での自然科学的技術科学的解

明の徹底に立ち戻ることで社会諸科学との連関が

明確になる。

　上野　　「コミュニケーションの広狭再義な把握」

ともう一つの中村氏の評価をめぐって「空・時的

社会史へ」云々についての説明をもう一度。

　伊藤　前者は佐藤毅氏の「現代コミュニケーシ

ョン論」にヒントを得ているQ通信・交通・運輸

の変化を社会的コミュニケーショシとし，スボー

ツ分野でのコミュニケーションを狭い意味でとら

える。それを氏はラグビーのバスにおける意味と

して説明するQ社会的コミュニケーショγの変革

とスポーツ，スポーツマン組織の変化の過程を統

一することが政治史的，経済史的諸変化に行きつ

く基本になる。この観点が不正確であったり，関

係がないとすると歴史上の人物や諸事象の記述が

変わってくる。

　中村氏の叙述は鉄道が敷設されたところで終っ

ている。空間的広がりは説明されているが時間の

点が分離している。スポーツ上の時間と生活上，

物理上の時間の統一がみえていなかったというこ

とだ。文化における自然・人間と文化の基本的関

係を見直すという観点からも迫ることが必要だQ

　　　　　　　　　　　　（文貴・早川武彦）
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